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１．概要

１－１　特徴
 本製品は連続運転（定値運転）、自動入り・自動切り・自動入り切り運転、プログラム運転

（６パターン／１６ステップ）とプログラムパターン同士のリンク等が可能な液晶表示

プログラムコントローラです。

更に、専用ローダーソフトを使用すると、パソコンからの設定値変更、データ記録等ができます。

１－２　各部の名称と機能

セグメント表示部
①　測定温度表示（※電気炉の場合、小数点以下は表示されません。）

現在の測定温度、パラメータの項目、残時間（残時間表示時）エラー№を表示します。

セグメントの色によって、装置の状態を確認することができます。

緑点灯：装置が運転中（温度制御中）であることを示します。

橙点灯：装置が停止中（温度制御停止中）であることを示します。

赤点灯：装置がエラー発生検出中であることを示します。

②　設定温度表示（※電気炉の場合、小数点以下は表示されません。）

現在設定されている温度、パラメータの設定値、入り切り時間（残時間表示時）、

操作量（操作量モニタ時）を表示します。一時停止時は点滅します。

③　パターン№表示

プログラム運転以外を選択時はＰｒと表示します。

プログラム運転選択時、現在選択されているパターン№を表示します。

残時間表示画面の場合は、リピート運転の実行回数を表示します。

④　ステップ№表示

プログラム運転以外選択時は運転にあった数字を表示します。

プログラム運転選択時、

停止中：現パターンに登録されている総ステップ数を表示します。

運転中：現在温度制御を行っているステップ番号を表示します。

残時間表示画面の場合は、リンク運転の実行回数を表示します。
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⑤　運転状態表示

プログラム運転状態を表示します。

―：連続運転、タイマー運転、プログラム運転の安定運転時に点滅します。

／：プログラム運転時、前のステップから昇温している時に点滅します。　

＼：プログラム運転時、前のステップから降温している時に点滅します。

⑥　ランプ表示部

プログラム運転選択でパターン№表示時、点灯します。

プログラム運転選択でステップ№表示時、点灯します。

運転中点灯します。一時停止時は点滅します。

ヒータ出力ＯＮ時、点灯します。

イベント１発生時、点灯します。（オプション）

イベント２発生時、点灯します。（オプション）

イベント３発生時、点灯します。（オプション）

タイムシグナル１　ＯＮ時、点灯します。（オプション）

タイムシグナル２　ＯＮ時、点灯します。（オプション）

オートチューニング中、点灯します。

⑦　操作ボタン部

運転を開始する際に使用します。

運転を停止する際に使用します。

設定モード、表示画面の切り替えに使用します。

モニタ表示切替に使用します。

設定など数値をアップさせる際に使用します。

設定など数値をダウンさせる際に使用します。

設定する際に設定桁を左にずらす際に使用します。

⑧　ローダーコネクタ

この部分のカバーを外すとローダーケーブルを差し込めます。

 オプションにてケーブルをご準備いただき、専用ローダーソフト（※）をダウンロード

していただけますと、設定値の変更、測定値等のデータ記録・グラフ表示を

パソコン上で行う事ができます。

※いすゞ製作所ホームページ　https://www.isuzuseisakusho.co.jpから

ダウンロードできます。

ＴＳ１

ＴＳ２

ＡＴ

内容

内容

設定キー

選択キー

桁移動キー

各設定項目の確定や移行、または運転の一時停止等に使用します。

ダウンキー▽

ＰＴＮ

ランプキャラクター

停止キー

キー名称

運転キー

ＲＵＮ

ＥＶ２

ＥＶ３

ＯＵＴ

ＥＶ１

ＳＴＰ

表示切替キー

アップキー△
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１－３　過熱、過昇防止器の操作

弊社の装置には、温度の安全機能として、２重の過熱防止、過昇防止があります。

①　温度調節器過熱防止機能

温度調節器の機能の一つとして過熱防止機能を搭載しています。

過熱防止機能に設定した温度よりも槽内温度が１０秒以上上昇した場合に、画面が

ＥＲＲ０５表示となり運転を強制停止します。

※設定方法については、「３－４－１３　温度調節器過熱防止機能」をご参照ください。

②　外部設置の過昇防止器（ＨＣ）

温度調節器とは別に、過昇防止器（ＨＣ）が装置に取り付けてあります。

（但し、製品の仕様によっては搭載されていない場合もあります。）

この過昇防止器は温度調節器とは回路上独立しています。

槽内温度が、過昇防止器に設定した温度に達すると、温度調節器、ヒータ回路、モータ

　　　 回路を含めた、過昇防止器以外の装置の電源回路を遮断し、運転を強制停止させます。

操作方法は以下の通りとなります。

各部の名称と機能

・過昇表示：設定した温度に達するとランプが付きます。

・設定キー：メンテナンス設定用キーですので使用しません。

・アップキー・ダウンキー：温度設定を行います。

 ※表示されている値が設定値です。

アップキー 　　

ダウンキー

設定キー

過昇表示

※使用温度＋２０℃程度を目安に設定してください。

（電気炉の場合、使用温度＋２０℃～＋５０℃程度高めに設定してください。）
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２．運転モードの種類

２－１　連続運転（定置運転）
運転開始後直ぐに加熱制御を始め、停止

キーが押されるまで設定温度（Ｔ℃）を

一定に保ち続けます。 ｔ時間

２－２　自動入り運転
設定時間（ｔ１）が経過するまで待機状態を

保ち、（ｔ１）経過後に加熱運転を開始します。

加熱運転開始後は、「２－１　連続運転」と

同じく、停止キーが押されるまで設定温度 ｔ１ ｔ時間

（Ｔ℃）を一定に保ち続けます。

２－３　自動切り運転
運転開始後直ぐに加熱制御を始め、設定

温度（Ｔ℃）のウェイトゾーンに到達してから

タイマの計時が始まり（Ｔ℃）を一定に保ち

続けます。設定時間（ｔ２）経過後、自動的に

運転終了となります。 ｔ２ ｔ時間

※ウェイトゾーンについては「３－４－５　ウェイト

機能」をご参照ください。

２－４　自動入り切り運転
自動入り設定時間（ｔ１）と自動切り設定

時間（ｔ２）を設定して運転を開始すると、

（ｔ１）が経過するまで待機状態を保ち、（ｔ１）

経過後加熱運転を開始します。設定温度

（Ｔ℃）のウェイトゾーンに到達すると（ｔ２）の ｔ１ ｔ２ ｔ時間

計時が始まり、（Ｔ℃）を一定に保ち続け、（ｔ２）

が経過した後に自動的に運転終了となります。

２－５　プログラム運転（パターン１～パターン６まで、６パターン設定可能）

ＳＴＥＰ　１ ＳＴＥＰ　２ ＳＴＥＰ　３ ＳＴＥＰ　１４ ＳＴＥＰ　１５ ＳＴＥＰ　１６ ｔ時間

ｔ１ ｔ２ ｔ３ ｔ１４ ｔ１５ ｔ１６

パターン１～パターン６の各パターンで設定された温度・時間に沿って１６ステップのプログラムを

組む事ができます。プログラムステップが全て終了すると、自動的に運転終了となりますが、

ステップの時間設定時に設定時間範囲の最大値（９９時間５９分）より上に設定（「￣」表示）

した場合は、そのステップより連続運転に入り、停止キーを押すまで運転を継続します。

ステップの温度設定時に、設定温度範囲の最小値より下に設定（「－」表示）した場合、

そのステップ以降は無効となり設定パラメータは表示されません。「－」設定したステップの

前でステップを終了します。またウェイト機能・リピート機能（最大９９回）を利用したり、

パターン１〜パターン６をリンク（最大９９回）させ、様々なプログラムを組む事ができます。

「３－４　いろいろな機能」をご参照頂き、ぜひご活用下さい。

Ｔ℃ 

自動切り運転

Ｔ℃ 

自動入り切り運転

（Ｔーウェイト幅）℃で
タイマ計時スタート

Ｔ℃ 

連続運転

Ｔ℃ 

（Ｔーウェイト幅）℃で
タイマ計時スタート

ＳＴＥＰ ４　～　ＳＴＥＰ １３

ｔ４　～　ｔ１３

自動入り運転

Ｔ１℃

Ｔ２℃

Ｔ３℃

Ｔ４℃
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３．操作方法

３－１　基本設定の流れ

電源ＯＦＦ 電源ＯＮ

選択キー

初期画面１ 選択キー 2秒

選択キー 3秒

２秒後 桁移動＋選択キー長押し

初期画面２ 選択キー長押し

桁移動＋選択キー長押し

選択キー長押し

４秒後

通常画面

運転キー

停止キー

△・▽キー

設定キー長押し

設定キー長押し

（停止キーで運転終了）

過昇防止器の設定を行ってください。（１－３参照）

ユーザー設定モード

電源ＯＦＦ状態

温度調節器
過熱防止設定

プログラム設定モード

イニシャルモード

通常モード

運
転
中

一
時
停
止
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運転モードの選択

・通常モードより選択キーを押し、左記の画面に移行します。

・△キー、▽キーで運転モードを選択し、設定キーを押します。

　設定キー

・プログラム運転「５」を選択した場合、パターン番号を選択し、

 設定キーを押します。

　設定キー ・選択キーを２秒押して通常モードへ移行します。

・ＰＴＮ・ＳＴＰ表示部へ選択された運転モード、パターン番号、

 ステップ番号が表示されます。

・運転キーを押すと運転開始します。

３－２　モニタ表示切替
運転時、一時停止時に表示切替キーを押すと、温度測定値モニタ、タイマ残時間モニタ、

操作量モニタを表示する事ができます。

３－２－１　温度測定値画面

セグメント
①槽内温度

②設定温度

③パターン桁

④ステップ桁

⑤運転状態

※プログラム運転モード以外では、運転中に△・▽キーを押して設定温度を

変更する事ができます。

３－２－２　残時間画面

セグメント
①ＰＶ

②ＳＶ

③パターン桁

④ステップ桁

⑤運転状態

※連続運転モード以外では、運転中に△・▽キーを押して残時間を

変更する事ができます。

詳細は「３－４－３　残時間アップダウン」を参照してください。

３－２－３　操作量画面

セグメント
①槽内温度

②設定温度

③パターン桁

④ステップ桁

⑤運転状態

※操作量（ＭＶ：Ｍａｎｉｐｕｌａｔｅｄ　Ｖａｒｉａｂｌｅ）とは

目標温度に一致させるための、ヒータ出力の制御量。

自動的に演算し、０．０～１００．０％の範囲でヒータ出力を制御します。

現在の設定温度を点滅表示します。

現在の槽内温度を表示します。

リピート回数を表示します。

選択されている設定時間を表示します。

一時停止時内容

運転時内容

現在経過中のステップ状態を表示します。

プ
ロ
グ
ラ
ム
運
転

選
択
時
に
表
示

現在のヒータ出力の操作量を表示します。

キャラクター：ＭＶ１を表示します。

残時間を表示（セミコロン点滅）します。

プログラム運転時はリンク実行回数を表示します。その他運転時は消灯。

現在の設定温度を表示します。

運転時内容 一時停止時内容

一時停止時内容

プログラムの内容に沿った点灯・消灯を行います。

運転時内容

現在経過中のステップ状態を表示します。

現在経過中のステップ状態を表示します。

選択されている運転キャラクター、
またはパターン番号を表示します。

運転キャラクターまたは現在
経過中のステップ数を表示します。

①

②⑤
④
④

③

TS1
TS2
TS3
TS4
AUTO
MANU
AT
END

PTN STP

RUN
OUT
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３－３　運転モード説明

３－３ー１　連続運転（定値運転）

槽内温度表示桁

設定温度表示桁

槽内温度表示桁 ＜非表示＞ ＜非表示＞
設定温度表示桁 ＜非表示＞ ＜非表示＞
槽内温度表示桁 ＜非表示＞ ＜非表示＞
設定温度表示桁 ＜非表示＞ ＜非表示＞

消灯 消灯

消灯 消灯
消灯 消灯

《設定方法》

・通常モードから選択キーを押します。

・△、▽キーで設定を「１」にします。

・設定キーを押して、次画面へ移行します。

・△、▽、桁移動キーで温度設定を行います。

 ※設定範囲は装置の仕様によって異なります。

・設定キーを押して、記憶させます。

・選択キーを２秒間押し続けて、通常モードへ移行します。

・運転キーを押すと、連続運転を開始します。

・停止キーを押すと、運転を終了します。

運転中のキー操作一覧

停止時に押すと運転を開始します。

運転時に押すと運転を停止します。

プログラム設定モードへ移行します。

ユーザー設定モードへ移行します。

設定値アップに使用します。

設定値ダウンに使用します。

設定温度の桁を左に移行します。

一時停止します。（但し、連続運転の場合を除く。）

パターン桁
ステップ桁
運転状態

ＲＵＮランプ
ＯＵＴランプ

選択キー　３秒

選択キー

キー名称

制御出力中点灯

内容

▽キー

選択キー

＜ランプ＞

操作量

ＰＲ
１

状態表示

点灯

＜他セグメント桁＞

押す毎に温度測定値→残時間→操作量画面と表示を切替えます。

［停止キー］

測定温度

制御出力による

［運転キー］

設定温度
００：００
００：００

温度測定値
画面

ＯＦＦ

ＯＮ
制御出力

設定キー　２秒

△キー

運転キー

停止キー

表示切替キー

＜槽内／設定温度桁＞

設定キー

操作量画面

動作

残時間画面

桁移動キー
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３－３－２　自動入り運転

入り設定時間

槽内温度表示桁

設定温度表示桁

槽内温度表示桁 ＜非表示＞ 残時間 ＜非表示＞
設定温度表示桁 ＜非表示＞ 入り設定時間 ＜非表示＞
槽内温度表示桁 ＜非表示＞ ＜非表示＞
設定温度表示桁 ＜非表示＞ ＜非表示＞

消灯 消灯

消灯 消灯
消灯 消灯

《設定方法》

・通常モードから選択キーを押します。

・△、▽キーで設定を「２」にします。

・設定キーを押して、次画面へ移行します。

・△、▽、桁移動キーで温度設定を行います。

 ※設定範囲は装置の仕様によって異なります。

・設定キーを押して、次画面へ移行します。

・△、▽、桁移動キーで入り時間設定を行います。

 ※設定範囲は００時間００分～９９時間５９分です。

・設定キーを押して、温度設定画面へ移行します。　

・選択キーを２秒間押し続けて、通常モードへ移行します。

・運転キーを押すと、自動入り運転を開始します。

・停止キーを押すと、運転を終了します。

※運転中のキー操作については、８ページ下の表をご参照ください。

００：００

制御出力中点灯

２
状態表示

選択キー

＜他セグメント桁＞
パターン桁

操作量

測定温度
設定温度

００：００

［停止キー］

［運転キー］

制御出力による

設定キー

操作量画面

ＲＵＮランプ
ＯＵＴランプ

点灯

ＰＲ
ステップ桁
運転状態

＜ランプ＞

動作

ＯＮ
制御出力

ＯＦＦ

＜槽内／設定温度桁＞

温度測定値
画面

残時間画面

設定キー
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３－３－３　自動切り運転

切り設定時間

槽内温度表示桁

設定温度表示桁 設定温度（点灯） 設定温度（点滅）

槽内温度表示桁 ＜非表示＞ ００：００ 残時間 ００：００
設定温度表示桁 ＜非表示＞ ００：００ 切り設定時間 ００：００
槽内温度表示桁 ＜非表示＞
設定温度表示桁 ＜非表示＞

消灯

消灯
消灯

《設定方法》

・通常モードから選択キーを押します。

選択キー ・△、▽キーで設定を「３」にします。

・設定キーを押して、次画面へ移行します。

設定キー ・△、▽、桁移動キーで温度設定を行います。

 ※設定範囲は装置の仕様によって異なります。

・設定キーを押して、次画面へ移行します。

設定キー ・△、▽、桁移動キーで切り時間設定を行います。

 ※設定範囲は００時間００分～９９時間５９分です。

・設定キーを押して、次画面へ移行します。

設定キー ・△、▽、桁移動キーでリピート回数設定を行います。

 ※設定範囲は１～９９回で、「１」はリピートなしとなります。

・設定キーを押して、次画面へ移行します。

設定キー ・△、▽、桁移動キーでウェイトゾーン設定を行います。

（３－４－５　ウェイト機能参照）

・設定キーを押して、温度設定画面へ移行します。

・選択キーを２秒間押し続けて、通常モードへ移行します。

・運転キーを押すと、自動切り運転を開始します。

・設定時間×繰り返し回数分運転後、自動的に運転を終了します。

・停止キーを押すと、その時点で運転を終了します。

※運転中のキー操作については、８ページ下の表をご参照ください。

＜非表示＞

ＰＲ
３

消灯

消灯
消灯ＯＵＴランプ

状態表示

点灯
制御出力中点灯

ＲＵＮランプ

ステップ桁
運転状態

＜ランプ＞

パターン桁

操作量

［停止キー］

＜非表示＞

繰り返し運転

測定温度
設定温度（点灯）

＜非表示＞
＜非表示＞

［運転キー］

制御出力による

測定温度

ＯＮ
制御出力

ＯＦＦ

温度測定値
画面

残時間画面

操作量画面

＜他セグメント桁＞

ＭＶ１

動作

＜槽内／設定温度桁＞
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３－３－４　自動入り切り運転

切り設定時間

入り設定時間

槽内温度表示桁

設定温度表示桁 設定温度（点滅）

槽内温度表示桁 ＜非表示＞ 残時間 ００：００ 残時間 ００：００
設定温度表示桁 ＜非表示＞ 入り設定時間 ００：００ 切り設定時間 ００：００
槽内温度表示桁 ＜非表示＞
設定温度表示桁 ＜非表示＞

消灯

消灯
消灯

《設定方法》

・通常モードから選択キーを押します。

選択キー

・△、▽キーで設定を「４」にします。

・設定キーを押して、次画面へ移行します。

設定キー

・△、▽、桁移動キーで温度設定を行います。

 ※設定範囲は装置の仕様によって異なります。

・設定キーを押して、次画面へ移行します。

設定キー

・△、▽、桁移動キーで入り時間設定を行います。

 ※設定範囲は００時間００分～９９時間５９分です。

・設定キーを押して、次画面へ移行します。

設定キー

・△、▽、桁移動キーで切り時間設定を行います。

 ※設定範囲は００時間００分～９９時間５９分です。

・設定キーを押して、次画面へ移行します。

設定キー

・△、▽、桁移動キーでリピート回数設定を行います。

 ※設定範囲は１～９９回で、「１」はリピートなしとなります。

・設定キーを押して、次画面へ移行します。

設定キー

運転状態
＜ランプ＞

ＲＵＮランプ

測定温度
設定温度（点灯）

＜非表示＞
＜非表示＞
＜非表示＞
＜非表示＞操作量

ＰＲ
４

状態表示 消灯

点灯 消灯
消灯

［停止キー］

動作

［運転キー］

ＯＵＴランプ 制御出力中点灯

＜他セグメント桁＞
パターン桁
ステップ桁

繰り返し運転

＜槽内／設定温度桁＞

温度測定値
画面

残時間画面

操作量画面

制御出力による
ＯＦＦ

測定温度
設定温度（点灯）

ＯＮ
制御出力
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・△、▽、桁移動キーでウェイトゾーン設定を行います。

（３－４－５　ウェイト機能参照）

・設定キーを押して、温度設定画面へ移行します。

・選択キーを２秒間押し続けて、通常モードへ移行します。

・運転キーを押すと、自動入り切り運転を開始します。

・停止キーを押すと、その時点で運転を終了します。

※運転中のキー操作については、８ページ下の表をご参照ください。

３－３－５　プログラム運転（パターン１～６まで、６パターン設定可能）

動作

槽内温度表示桁 測定温度
設定温度表示桁 ０．０ ステップ１設定温度 ステップ２設定温度 － ステップ１５設定温度 ステップ１６設定温度

槽内温度表示桁 ＜非表示＞ ステップ１残時間 ステップ２残時間 － ステップ１５残時間 ステップ１６残時間 ００：００ ＜非表示＞
設定温度表示桁 ＜非表示＞ ステップ１設定時間 ステップ２設定時間 － ステップ１５設定時間 ステップ１６設定時間 ００：００ ＜非表示＞
槽内温度表示桁 ＜非表示＞ ＜非表示＞
設定温度表示桁 ＜非表示＞ ＜非表示＞

現パターン番号 運転パターン番号 現パターン番号

現ステップ数 １ ２ － １５ １６ 現ステップ数 現ステップ数

消灯

消灯
消灯

《設定方法》

・通常モードから選択キーを押します。

選択キー

・△、▽キーで設定を「５」にします。

・設定キーを押して、次画面へ移行します。

設定キー

・△、▽、桁移動キーでパターン設定（１～６）を行います。

・設定キーを押して、次画面へ移行します。

設定キー

・△、▽キーで設定を行いたいステップ番号を選択します。

・設定キーを押して、次画面へ移行します。

設定キー

消灯

温度測定値
画面

残時間画面

制御出力による

[運転キー]

運転状態

繰り返し運転

［停止キー］

ＲＵＮランプ
＜ランプ＞

＜槽内／設定温度桁＞

ＯＦＦ

ＯＮ
制御出力

ＯＵＴランプ

操作量画面

＜他セグメント桁＞
パターン桁
ステップ桁

測定温度
０．０

操作量

点灯
制御出力中点灯 消灯

消灯

状態表示
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・△、▽、桁移動キーで温度設定を行います。

 ※設定範囲は装置の仕様によって異なります。

設定キー ・設定キーを押して、次画面へ移行します。

・△、▽、桁移動キーでステップ１の時間設定を行います。

 ※設定範囲は００時間００分～９９時間５９分です。

 ※このとき、最大値(９９時間５９分)より上に設定（「￣」表示)した場合は、

 そのステップより連続運転に入り、停止キーを押すまで運転を行います。

・設定キーを押して、次画面へ移行します。

設定キー ・以降、ステップ１６まで同じ操作を行います。

（プログラムステップの省略　→　３－４－４　プログラムステップ省略）

・△、▽キーでウェイトパターン番号設定（０～４）を行います。

・設定キーを押して、次画面へ移行します。

（ウェイト機能の設定方法　→　３－４－５　ウェイト機能）

設定キー

・△、▽、桁移動キーでリピート回数設定を行います。

 ※設定範囲は１～９９回で、「１」はリピートなしとなります。

・設定キーを押して、次画面へ移行します。

設定キー

・△、▽キーでリンク先パターン番号設定（０～６）を行います。

 ※リンク先パターン番号を「０」にすると、リンクなしとなります。

・設定キーを押して、次画面へ移行します。

設定キー

・△、▽、桁移動キーでリンク実行回数設定（１～９９回）を行います。

・設定キーを押して、ステップ番号選択画面へ戻ります。

設定キー

・選択キーを２秒間押し続けて、通常モードへ移行します。

・運転キーを押すと、プログラム運転を開始します。

・停止キーを押すと、その時点で運転を終了します。

運転中のキー操作一覧

停止時に押すと運転を開始します。

運転時に押すと運転を停止します。

プログラム設定モードへ移行します。

ユーザー設定モードへ移行します。

設定値アップに使用します。

次ステップへ強制的に移行します。（温度測定値画面の時のみ）

設定値ダウンに使用します。

前ステップへ強制的に移行します。（温度測定値画面の時のみ）

※運転中に設定変更する場合、運転中のステップ温度・時間の変更はできません。

※設定温度表示は運転中ステップの設定温度となります。ただし、内部では運転中ステップの

開始温度から運転中ステップの設定温度に向かって設定時間に沿って上昇しています。

※ＰＶスタート１または２選択時、ステップ１の設定温度を設定温度範囲の最小値に設定した

場合、運転開始からステップ１に設定した時間経過後にステップ２から通常のプログラム運転が

スタートします。また、その場合、設定温度表示枠には「ＴＩＭＥ」と表示します。

内容

運転キー

選択キー

▽キー　３秒

桁移動キー

キー名称

停止キー

▽キー

選択キー　３秒

設定キー　２秒

表示切替キー

△キー

△キー　３秒

押す毎に温度測定値→残時間→操作量画面と表示を切替えます。

設定温度の桁を左に移行します。

一時停止します。
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３－４　その他の機能

３－４－１　ステップ送り・戻し機能

・プログラム運転中、温度測定値画面で△キーを３秒間押し続けると、

 現ステップから強制的に次のステップへ進むことができます。

・プログラム運転中、温度測定値画面で▽キーを３秒間押し続けると、

 現ステップから強制的に前のステップへ戻ることができます。

 ただし、リンク先から来た最初のステップではステップ戻りを実行できません。

 ※リンク機能については３－４－３をご参照ください。

《ステップ送りの操作方法》

・プログラム運転中の温度測定値画面で、△キーを３秒間押し続けます。

△キー

・ステップの桁数が「４」→「５」になり、ステップ５へ移行しました。

《ステップ戻しの操作方法》

・プログラム運転中の温度測定値画面で、▽キーを３秒間押し続けます。

▽キー

・ステップの桁数が「４」→「３」になり、ステップ３へ移行しました。

３－４－２　残時間アップダウン

・運転中（連続運転を除く）、残時間画面にて△、▽、桁移動キーを押すと残時間を

 変更することができます。

・残時間は、分単位で表示されています。

・残時間の変更範囲は「１分～設定時間」の間となります。

・残時間の変更は分単位です。秒単位はタイムカウントが継続しますので変更できません。

 例）残時間２分３０秒の時に残時間を２分短縮した場合、残時間は３０秒となります。

《残時間アップダウン設定方法》

・表示切替キーで残時間画面にします。

・この画面（残１０分）で５分延長の場合は、▽キーを５回押します。

・設定キーを押して、確定となります。

設定キー

・この画面（残１５分）で２分短縮の場合は、△キーを２回押します。

・設定キーを押して、確定となります。

設定キー

・表示切替キーを２回押すと温度測定値画面へ戻ります。

14 



３－４－３　リンク機能

・プログラム運転時、あらかじめ登録したパターンをリンクさせて運転することができます。
・プログラム運転で最終ステップまで運転が終了し、そのパターンのリピート回数分の運転が
 終了した後、設定したリンク先パターンへ移り、運転を開始します。
 ※このとき、リンク先パターン番号を「０」に設定すると、リンクなしとなり運転を終了します。
・パターンリンクさせた一連の流れを繰り返して運転させる場合は、リンクさせた最終パターンの
 リンク先を、一番最初のパターン番号に設定してください。
・各パターンのリピート実行回数、及びリンク実行回数は、それぞれ１～９９回まで設定できます。
・リンク実行回数は、リンクさせた最終パターンの設定のみ有効になります。
・リンク実行回数「１」は、リピートなしとなり、繰り返さずに運転を終了します。

《リンク機能設定方法》

・運転モード選択画面で「５」選択して、設定キーを押します。

　　

設定キー

・リンク機能を設定したいパターン番号を選択して、設定キーを押します。

設定キー

設定キー

・△、▽、桁移動キーでリピート回数設定を行います。

 ※設定範囲は１～９９回で、「１」はリピートなしとなります。

・設定キーを押して、次画面へ移行します。

設定キー

・△、▽キーでリンク先パターン番号（０～６）設定を行います。

 ※リンク先パターン番号を「０」にすると、リンクなしとなります。

・設定キーを押して、次画面へ移行します。

設定キー

・△、▽、桁移動キーでリンク実行回数設定を行います。

 ※設定範囲は１～９９回で、「１」はリピートなしとなります。

 ※リンクさせた最終パターンの設定のみ有効となります。

設定キー

・設定キーを押して、ステップ番号選択画面へ戻ります。

・選択キーを２秒間押し続けて、通常モードへ移行します。

リンク機能を使用したプログラム運転実行例

パターン 設定値
3
4

１～９９（※１）

1
6

１～９９（※１）

5
1
3

※パターン６のリンク先へ「４」を設定し、パターン６のリンク実行回数を０以外に設定すれば、
　パターン４とパターン６のリンクが連続的に行われ、停止キーを押すまで運転します。

左記のプログラム運転を実行する際の設定値

パターン１

パターン４

※１　リンク実行回数は、最終パターンの設定値が適用されま
す。パターン１と４のリンク実行回数は、０以外（１～９９）の任
意の値を設定してください。

設定キーを押してリンク回数
設定画面まで移行します。

①

②

③

パターン１を３回繰り返し運転

パターン４を１回運転

パターン６を５回繰り返し運転
リンク実行回数（ＲＰＮ）

パターン６

　　　　①～③の流れを
　　　　３回繰り返す

パターン４へリンク

パターン６へリンク

リピート実行回数（ＲＰ＿Ｎ）

リンク先パターン番号（ＲＰＰＮ）

リンク実行回数（ＲＰＮ）
リピート実行回数（ＲＰ＿Ｎ）

リンク先パターン番号（ＲＰＰＮ）

リピート実行回数（ＲＰ＿Ｎ）

リンク先パターン番号（ＲＰＰＮ）

リンク実行回数（ＲＰＮ）

設定項目
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３－４－４　プログラムステップ省略

プログラム設定において、ステップの設定温度を設定範囲の最小値より下に設定（「－」表示）

すると、そのステップの前でパターン運転を終了します。

ステップ１～３までの運転で終了させたい場合は、ステップ４の

温度設定画面で、温度設定を「－」にしてください。

この後、設定キーを押すとステップ５以降の設定画面が省略され、

ウェイト機能設定画面に移行します。

３－４－５　ウェイト機能 

自動切りや自動入り切り、プログラム運転等、温度と時間を関連付けて運転する場合に、

測定温度が設定温度付近に到達するまで時間のカウントを行わずに待機（ウェイト）させる機能です。

ウェイト機能を設定しない場合、ステップのスタートと同時に計時が始まります。

従って、目的の温度でのみで運転を行わせる場合には必須の設定になります。

ここから計時が始まる

自動切り、自動入り運転時のウェイト設定

・自動切り、自動入り切り運転の場合は、リピート回数設定後、ウェイトゾーン（温度幅）を

 設定します。ウェイトゾーンは０．０～９９．０℃までの範囲で設定できます。

・ウェイトゾーンを１．０℃に設定した場合は、設定温度の±１．０℃がウェイトゾーンとなり、

 測定温度がウェイトゾーンに到達した時点から計時が始まります。

・ウェイトゾーンを０℃に設定すると、運転スタートと同時に計時が始まります。

《ウェイトゾーン設定方法》

・自動切り、自動入り切り運転の場合は、ウェイトゾーン設定画面で

 △、▽キーを押し、ウェイトゾーンの設定を行います。

プログラム運転時のウェイト設定

・運転パターンごとに、「１～４」のウェイトパターン、またはウェイト機能なしの「０」を

 選択できます。ウェイト設定したパターン運転の全ステップに対して、選択した

 ウェイトパターンが適用されます。

・「１～４」のウェイトパターンは、ユーザー設定画面で設定を行います。（次ページ参照）

・「１～４」のウェイトパターンで、ウェイト時間・ウェイトゾーン（温度幅）を設定します。

・プログラム運転中、ステップ時間が経過しても測定温度（ＰＶ）がウェイトゾーン内に到達

 していない場合（行き過ぎた場合も同様）、次のステップは開始されず、その時点から

 ウェイト時間が計時されます。

・ウェイト時間中に測定温度がウェイトゾーンに到達すれば、その時点から次ステップを

 開始します。

・ステップ時間＋ウェイト時間が経過した場合は、測定温度がウェイトゾーン内に入って

 いなくても、その時点から強制的に次ステップを開始します。

・ウェイトゾーンは０．０～９９．０℃、ウェイト時間は００時間００分～９９時間５９分の

 範囲で設定できます。

ＰＶ ウェイトゾーン

ウェイト機能なし ウェイト機能あり

スタートと同時に計時が始まる

ＰＶ
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プログラム運転時のウェイト機能のイメージ

ウェイト中

ウェイト中はＳＶ表示

部が点滅します。

ＰＶがウェイトゾーンに入ったので、

次ステップへ移行します。

またＰＶがウェイトゾーンに

入らない場合でもウェイト時間が

ＳＶ ＰＶ 経過すると次ステップへ移行します。

《ウェイトパターン設定方法》

・通常モードより、選択キーを３秒押しユーザー設定モードに入ります。

・△、▽キーで「ＳＥＴ０２」を選択します。

・設定キーを押します。

設定キー

・△、▽、桁移動キーでウェイトパターン１の温度のウェイトゾーン設定を

 行います。（０．０～９９．０℃）

・設定キーを押します。

設定キー

・△、▽、桁移動キーでウェイトパターン１のウェイト時間設定を

 行います。（００時間００分～９９時間５９分）

・設定キーを押します。

設定キー

・以下同様に、ウェイトパターン２～４の設定を行います。

※自動切り、自動入り切り運転のウェイト設定方法は、各運転の

設定方法のページをご覧ください。

設定キー

設定キー

設定キー

設定キー

設定キー

設定キー

次ステップ現ステップ

ウェイトゾーン

ウェイトゾーン

ウェイト中の画面

設定項目選択画面へ
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３－４－６　１ゾーン／３ゾーンＰＩＤ機能

温度の自動制御においては、比例動作（P）、積分動作（I）、微分動作（D）の３つの要素を

最適な状態で組み合わせて動作させると、最も理想的な制御が可能で、この制御方式を

ＰＩＤ制御方式といいます。

本製品では、１ゾーンまたは３ゾーンのいずれかでＰＩＤ制御を行うことができます。

１ゾーンＰＩＤ制御

装置の最低温度（ＳＬＬ）～最高温度（ＳＬＨ）までを１つのゾーンとして、

ＰＩＤ制御を行います。（ＰＩＤの制御値は一つのみ）

３ゾーンＰＩＤ制御

温度帯を低温、中温、高温の３ゾーンに分け、それぞれの温度帯に適したＰＩＤ制御を

行います。（温度帯によってＰＩＤ制御値を自動的に切り替えます。）

　

《１ゾーン／３ゾーンＰＩＤ制御切り替え方法》

・通常モードより、選択キーを３秒押しユーザー設定モードに入ります。

・△、▽キーで「ＳＥＴ０１」を選択します。

・設定キーを数回押して、ＰＩＤ設定（ＰＩＤ）画面を表示させます。

設定キー

・１ゾーンＰＩＤ制御を行う場合は、「０」を選択します。

・設定キーを押して、確定します。

・選択キーを２秒押して、通常モードへ戻ります。

・３ゾーンＰＩＤ制御を行う場合は、「１」を選択します。

・設定キーを押して、確定します。

・選択キーを２秒押して、通常モードへ戻ります。

３ゾーンＰＩＤ制御を実行する場合には、温度の層を３つに区切るために中間点１（ＰＭ１）、

中間点２（ＰＭ２）の設定を行います。

設定可能範囲

中間点１ 「装置の最低温度（ＳＬＬ）」～「装置の最高温度（ＳＬＨ）－５．０℃」

（ＰＭ１） 例）最低温度０．０℃、最高温度２６０．０℃の装置では、０．０℃～２５５．０℃

中間点２

（ＰＭ２）

△、▽キー

１ゾーンＰＩＤ

最低温度
（ＳＬＬ）

最高温度（ＳＬＨ）

中間点２（ＰＭ２）

中間点１（ＰＭ１）

最低温度（ＳＬＬ）

高温ゾーンＰＩＤ（ＰＩＤ３）

中温ゾーンＰＩＤ（ＰＩＤ２）

低温ゾーンＰＩＤ（ＰＩＤ１）

「ＰＭ１の値」～「装置の最高温度（ＳＬＨ）」

最高温度
（ＳＬＨ）
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《３ゾーンＰＩＤ制御時の中間点設定方法》

・通常モードより、選択キーを３秒押しユーザー設定モードに入ります。

・△、▽キーで「ＳＥＴ０１」を選択します。

・設定キーを数回押して、ＰＩＤ設定（ＰＩＤ）画面を表示させます。

設定キー

・△、▽キーで「１」を選択します。

・設定キーを数回押して、中間点１設定（ＰＭ１）画面を表示させます。

設定キー

・△、▽キーで、中間点１（ＰＭ１）の温度を設定します。

　ここでは、１００．０℃に設定しています。

・設定キーを押します。

設定キー

・△、▽キーで、中間点２（ＰＭ２）の温度を設定します。

　ここでは、２００．０℃に設定しています。

・設定キーを押して、確定します。

・選択キーを２秒押して、通常モードへ戻ります。

３－４－７　オートチューニング機能

ＰＩＤ制御において、人がＰ，Ｉ，Ｄの各定数の値を選定するのは高度な技術と経験が

必要となりますが、これをコンピュータが演算して最適なＰＩＤ制御値を自動的に設定する

機能がオートチューニング機能です。

本製品では、１ゾーン／３ゾーンでのオートチューニング機能を備えています。

オートチューニングは、運転中のみ実行可能です。

１ゾーンオートチューニング

任意で設定した温度でのＰＩＤ制御が最適となるように、オートチューニングを行います。

《１ゾーンオートチューニング実行方法》

・運転中に、選択キーを３秒押します。

・△、▽キーで「ＳＥＴ０１」を選択します。

・設定キーを数回押して、ＰＩＤ設定（ＰＩＤ）画面を表示させます。

設定キー

・△、▽キーで「０」を選択します。

・設定キーを押します。

設定キー

・オートチューニング（ＡＴ）の温度設定画面になります。

・△、▽、桁移動キーで、オートチューニング実行温度を設定します。

 設定範囲は「装置の最低温度（ＳＬＬ）～最高温度（ＳＬＨ）」です。

 ここでは１００．０℃に設定しています。

・運転キーを押すと、オートチューニングが開始します。

・オートチューニング中は、ＡＴ／ＰＶを交互に表示します。

・オートチューニングが終了すると、自動的にＰＩＤの値がセットされます。

・停止キーを押すとオートチューニングを停止します。

・オートチューニング開始後、３時間経過しても終了しない場合はエラーが発生し、

 運転を停止して「ＥＲＲ０８」と表示します。

△、▽キー
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３ゾーンオートチューニング

《３ゾーンオートチューニング実行方法》

・運転中に、選択キーを３秒押します。

・△、▽キーで「ＳＥＴ０１」を選択します。

・設定キーを数回押して、低温オートチューニング起動（ＡＴ１）画面を

 表示させます。

・△、▽、桁移動キーで、低温ゾーンのオートチューニング実行温度を

 設定します。

・低温でオートチューニングを実行する場合は、温度設定後に運転キーを

 押します。（低温オートチューニングスタート）

・中温、または高温でオートチューニングを実行する場合は、運転キーを

 押さずに、設定キーを押します。

・△、▽、桁移動キーで、中温ゾーンのオートチューニング実行温度を

 設定します。

・中温でオートチューニングを実行する場合は、温度設定後に運転キーを

 押します。（中温オートチューニングスタート）

・高温でオートチューニングを実行する場合は、運転キーを押さずに、

 設定キーを押します。

・△、▽、桁移動キーで、高温ゾーンのオートチューニング実行温度を

 設定します。

・高温でオートチューニングを実行する場合は、温度設定後に運転キーを

 押します。（高温オートチューニングスタート）

・オートチューニング中は、ＡＴ（１～３）／ＰＶを交互に表示します。

・オートチューニングが終了すると、自動的にＰＩＤの値がセットされます。

・停止キーを押すとオートチューニングを停止します。

・オートチューニング開始後、３時間経過しても終了しない場合はエラーが発生し、

 運転を停止して「ＥＲＲ０８」と表示します。

オートチューニング感度（ＡＴＣ）について

・オートチューニングは、設定温度付近でヒータの出力をＯＮ／ＯＦＦさせて演算しますが、

 ヒータの出力をＯＮ／ＯＦＦするタイミングをオートチューニング感度（温度幅）によって

 設定できます。（設定範囲：０．０～２．０℃）

・オートチューニング感度を１．０℃にした場合、設定温度の±０．５℃でヒータの出力を

 ＯＮ／ＯＦＦさせてＰＩＤ制御値を演算します。

《オートチューニング感度設定方法》

・通常モードで、選択キーを３秒押します。

・△、▽キーで「ＳＥＴ０１」を選択します。

・設定キーを数回押して、オートチューニング感度設定（ＡＴＣ）画面を

 表示させます。

・△、▽、桁移動キーでオートチューニング感度を設定します。

・設定キーを押して、確定します。

設定キー

設定キー

設定キー

設定キー
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３－４－８　ＰＶスタート／ＳＶスタート

・プログラム運転開始時のスタート方法を、「ＰＶスタート１」、［ＰＶスタート２」、「ＳＶスタート」の

 ３パターンから選択できます。

・ユーザー設定画面で設定します。（初期設定はＰＶスタート２になっています）

《ＰＶスタート１》

現在の測定温度（ＰＶ）よりプログラムを開始します。（計時は０分からスタート）

《ＰＶスタート２》

現在の測定温度（ＰＶ）が含まれるランプステップより運転を開始します。

またスタート時点まで時間が経過したものとして、その残時間から計時します。

例）ＰＶ５０℃・ＳＶ１００℃・ＳＴＥＰ時間１０分の場合、０℃→５０℃まで昇温する時間（５分）は

　　　 既に経過したものとみなし、５０℃→１００℃まで５分で昇温する制御となります。

《ＳＶスタート》

ＳＶスタート設定温度よりプログラム運転を開始します。

現在の測定温度（ＰＶ）に関わらず、ＳＶスタート設定温度からＳＶ（設定温度）に向かって

ＳＴＥＰ時間で温度を昇降させるよう制御します。

０℃～ＰＶまでの時間は経過したと

みなして、この時間からスタート

ＳＶ０１

ＳＶＳＶ

０℃
ＳＴＥＰ１時間

ＳＶ０１

ＰＶ

０℃
ＳＴＥＰ１時間

ＳＶ０１

ＰＶ

０℃
ＳＴＥＰ１時間
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《ＳＶ温度設定方法》

・通常モードで、選択キーを３秒押します。

・△、▽キーで「ＳＥＴ０１」を選択します。

・設定キーを押します。

設定キー

・△、▽キーで「ＰＶスタート１（ＰＶ１）」、「ＰＶスタート２（ＰＶ２）」、

 「ＳＶスタート（ＳＶ）」の選択をします。

・ここでは、ＳＶスタートに設定します。

・設定キーを押します。

設定キー

・△、▽、桁移動キーでＳＶスタート時のスタート温度設定をします。

（ＰＶスタート１、ＰＶスタート２選択時はこの項目は表示されません。）

・設定キーを押して、確定します。

・選択キーを２秒間押し続けて、通常モードへ移行します。

△、▽キー

△、▽キー
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３－４－９　温度補正機能

・温度補正機能とは、温度調節器に表示されている測定値（ＰＶ）に、所定の値を乗算、

 もしくは加減して、修正する機能です。

・装置の温度分布特性や槽内にワークを入れたことによる、槽内の特定場所の温度の

 ずれや、ワーク自体の温度と槽内の温度との差を補正することができます。

 ※補正機能を使用する事により、装置の異常加熱、それに伴うワークの破損など、

 危険な事故が発生する場合がありますので、ご使用される際は十分に気をつけて

 ご使用ください。

３－４－９－１　ＰＶ補正ゲイン設定

・測定値（ＰＶ）に補正値（係数）を乗算して補正します。

・補正可能範囲：０．５００～２．０００（倍）

 例）温度調節器に表示された測定値（ＰＶ）が１００℃で、実際の槽内温度が１１０℃の場合、

実際の槽内温度（１１０℃）　／　測定温度ＰＶ（１００℃）　＝　補正値（１．１００）　となります。

０℃

《ゲイン設定方法》

・通常モードで、選択キーを３秒押します。

・△、▽キーで「ＳＥＴ０１」を選択します。

・設定キーを数回押して、ゲイン設定（ＰＶＧ１）画面を表示させます。

設定キー

・△、▽、桁移動キーで補正値（０．５００～２．０００）を設定します。

・設定キーを押して、確定します。

・選択キーを２秒間押し続けて、通常モードへ移行します。

選択キー

・設定前と比較して、測定値が１．１倍となっていることを確認します。

１１０℃
実温度

ＰＶＧ１＝１１０／１００＝１．１００倍

ＰＶ補正前

ＰＶ補正後

△、▽キー

ＰＶ

１１０℃

１００℃
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３－４－９－２　ＰＶ補正ゼロ設定

・測定値（ＰＶ）に補正値を加算して補正します。
・補正可能範囲：測定値（ＰＶ）±９９９．９℃
 例）測定値が９０℃表示で、実際の槽内温度が１００℃の場合、

実温度（１００℃）　－　測定値（９０℃）　＝　補正値（＋１０）　となります。

０℃

《ゼロ設定方法》

・通常モードで、選択キーを３秒押します。

・△、▽キーで「ＳＥＴ０１」を選択します。

・設定キーを数回押して、ゼロ設定（ＰＶＳ１）画面を表示させます。

設定キー

・△、▽、桁移動キーで補正値（測定値と実温度との差）を設定します。

・設定キーを押して、確定します。

・選択キーを２秒間押し続けて、通常モードへ移行します。

選択キー

・設定前と比較して、測定値が＋１０℃となっていることを確認します。

※「ＰＶ補正ゲイン設定」と「ＰＶ補正ゼロ設定」を組み合わせた場合、補正値は以下の算定式に

　基づき計算されます。

補正後ＰＶ　＝　ゲイン補正値　＋　ゼロ補正値

ＰＶ

９０℃

ＰＶ補正前

ＰＶ補正後

実温度
１００℃

ＰＶＳ１＝＋１０℃

△、▽キー

１００℃
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３－４－１０　ＰＶフィルタ機能

・ＰＶフィルタ機能により、測定値（ＰＶ）に対して一次遅れ演算を行うことができます。

・フィルタ効果は、時定数（ｔ）により設定できます。（設定範囲：０．０～９９．９秒）

［ＰＶフィルタの用途］

・測定値（ＰＶ）に対する電気的なノイズの影響を除去する。

・入力の急激な変化に対して、応答を遅らせる。

《ＰＶフィルタ設定方法》

・通常モードで、選択キーを３秒押します。

・△、▽キーで「ＳＥＴ０１」を選択します。

・設定キーを数回押して、ＰＶフィルタ設定（ＰＤＦ１）画面を表示させます。

設定キー

・△、▽キーで時定数（０．０～９９．９）を設定します。

・設定キーを押して、確定します。

・選択キーを２秒間押し続けて、通常モードへ移行します。

３－４－１１　停電復帰機能

・運転中に電源がＯＦＦした場合、停電復帰設定により以下の動作を行います。

運転状態

停止中

運転中

（※１）停電前の実行ステップ、残時間で復帰します。また「ＥＲＲ ０６」を表示します。

《停電復帰機能設定方法》

・通常モードで、選択キーを３秒押します。

・△、▽キーで「ＳＥＴ０１」を選択します。

・設定キーを数回押して、停電復帰機能設定（ＴＥＩ）画面を表示させます。

設定キー

・△、▽キーでＯＦＦ／ＯＮを設定します。

・設定キーを押して、確定します。

・選択キーを２秒間押し続けて、通常モードへ移行します。

△、▽キー

運転停止状態で復帰

運転状態で復帰（※１）

停電復帰設定：ＯＦＦ

運転停止状態で復帰

運転停止状態で復帰

停電復帰設定：ＯＮ
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３－４－１２　初期化設定

・各種設定値を、メーカー出荷時の設定値に初期化することが可能です。

・ユーザー設定の初期化項目で△＋▽キーを２秒押しで初期化を開始します。

・初期化中は「ＩＮＩＴ」と表示し、完了すると消灯します。

《初期化方法》

・通常モードで、選択キーを３秒押します。

・△、▽キーで「ＳＥＴ０１」を選択します。

・設定キーを数回押して、初期化設定（ＲＥＳＥＴ）画面を表示させます。

設定キー

・△+▽キーを２秒押して、初期化を開始させます。

・初期化中は、「ＩＮＩＴ」と表示されます。

・初期化が終了すると、ＳＶ表示桁が消灯し、元の画面へ戻ります。

３－４－１３　温度調節器過熱防止機能

・本温度調節器には安全機能として過熱防止機能があります。

・設定した温度以上に槽内温度が上昇すると、温度調節器にＥＲＲ０５を表示し、

 運転を強制停止します。

《設定方法》

・通常モードで、桁移動キーを押しながら、選択キーを長押しします。

・左図の画面に切り替わります。

・△、▽、桁移動キーを押して、「２６０１」を入力し、設定キーを押します。

設定キー

・△、▽キーで「ＳＥＴ０５」を選択します。

・設定キーを数回押して、過熱防止温度設定（ＡＬＭＨ）画面を表示させます。

設定キー

・△、▽、桁移動キーで過熱防止温度を設定します。

・設定キーを押して、確定します。

・選択キーを２秒間押し続けて、通常モードへ移行します。

※使用温度＋２０℃程度を目安に設定してください。

（電気炉の場合、使用温度＋２０℃～＋５０℃程度高めに設定してください。）

△、▽キー
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４．ユーザー設定

・ユーザー設定モードでは以下の設定をする事ができます。

・ＰＶ／ＳＶスタート選択 ・ＰＶフィルタ設定

・停電復帰時の動作設定 ・オートチューニング（ＡＴ）感度

・設定値の初期化 ・１ゾーン／３ゾーンＰＩＤ制御選択

・ＰＶ補正ゲイン設定 ・１ゾーンオートチューニング設定（起動、ＰＩＤ設定）

・ＰＶ補正ゼロ設定 ・３ゾーンオートチューニング設定（起動、中間点、ＰＩＤ設定）

・ウェイトゾーン設定（４パターン） ・ウェイト時間設定（４パターン）

《設定の流れ》

ＰＶＳＶ ＳＶＳＶ

ＴＥＩ
ＡＴ

ＲＥＳＥＴ
Ｐ

ＰＶＧ１
Ｉ

ＰＶＳ１
Ｄ

ＰＤＦ１

ＡＴＣ ＡＴ１

ＰＩＤ ＡＴ２

ＡＴ３

Ｐ１
ＷＺ１

Ｉ１
ＷＴ１

Ｄ１
ＷＺ１

ＰＭ１
ＷＴ１

Ｐ２
ＷＺ１

Ｉ２
ＷＴ１

Ｄ２
ＷＺ１

ＰＭ２
ＷＴ１

Ｐ３

Ｉ３

Ｄ３

設定キー

３ゾーンＡＴ（中温）起動

３ゾーンＡＴ（低温）起動

１ゾーンＰＩＤ微分時間設定

１ゾーンＰＩＤ積分時間設定

１ゾーンＰＩＤ比例帯設定

１ゾーンＡＴ起動

３ゾーンＡＴ選択時

通常モードから選択キーを３秒押す

ＳＥＴ０２

ＳＥＴ０１

３ゾーンＰＩＤ（高温）比例帯設定

３ゾーンＰＩＤ（高温）積分時間設定

３ゾーンＰＩＤ（低温）比例帯設定

ＳＥＴ０１

ＰＶ／ＳＶスタート選択

停電復帰時の動作設定

設定値の初期化

ＰＶ補正ゲイン設定

ＰＶ補正ゼロ設定

ＰＶフィルタ設定

オートチューニング感度設定

１ゾーン／３ゾーンＰＩＤ制御選択

ＳＶ選択時

▽キー

１ゾーンＡＴ選択時

ＳＶスタート時のスタート温度設定

３ゾーンＡＴ（高温）起動
ＳＥＴ０２

ウェイトゾーン１設定

ウェイト時間１設定

ウェイトゾーン２設定

ウェイト時間２設定

ウェイトゾーン３設定

ウェイト時間３設定

３ゾーンＰＩＤ（高温）微分時間設定

ウェイトゾーン４設定

ウェイト時間４設定

３ゾーンＰＩＤ（低温）積分時間設定

３ゾーンＰＩＤ（低温）微分時間設定

３ゾーンＰＩＤ中間点１設定

３ゾーンＰＩＤ（中温）比例帯設定

３ゾーンＰＩＤ（中温）積分時間設定

３ゾーンＰＩＤ（中温）微分時間設定

３ゾーンＰＩＤ中間点２設定
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５．エラー表示と対処方法

・本器に異常が発生した場合のエラー内容を表示します。

・各種異常での表示方法等は以下の通りです。

・異常発生時はＰＶ桁で異常キャラクターを表示、複数の場合は１秒ごとに交互表示となります。

発生条件

設定値異常 ＥＲＲ０１

　温度調節器のメモリに記憶されて
いるデータが、何らかの原因で設定
（許容）範囲外の値となっていた場合
に発生します。
　異常表示を行い、自動でリミット値
に書き換えます。
　運転は強制停止します。

　装置の電源をＯＦＦにして、再度電
源をＯＮにしてください。
　再度ＯＮにしてもＥＲＲ０１が出続け
る場合は、温度調節器の故障が考え
られますので、修理の依頼をしてくだ
さい。

センサ断線警報 ＥＲＲ０２
　温度センサに異常があった場合に
発生します。
　運転は強制停止します。

　温度センサの接続端子の緩み、も
しくはセンサの断線、接触不良が考
えられます。
　接続端子に緩みがない場合は、セ
ンサの交換が必要です。修理の依頼
もしくは新品のセンサへの交換をし
てください。

名称 表示 対処方法

停電警報

ＥＲＲ０５温度調節器過熱防止

ＥＲＲ０４ヒータ断線警報

ＥＲＲ０３操作器短絡警報
　温度調節器の不良もしくは、装置
の電気部品の不良が考えられます
ので、修理の依頼をしてください。

　温度調節器の不良もしくは装置の
電気部品の不良、ヒータ断線が考え
られますので、修理の依頼をしてくだ
さい。

　温度調節器過熱防止温度の設定
が、運転温度より高く設定されている
かを確認してください。（確認方法は
「３－４－１３」を参照してください。）
　槽内に入れている物の量を少なくし
てください。物を詰めすぎると槽内の
空気循環が妨げられ、オーバー
シュートする（設定温度を超えてしま
う）場合があります。
　それ以外の場合は、温度調節器の
不良が考えられますので、修理の依
頼をしてください。

　停止キーを押すとＥＲＲ０６表示が
消え、槽内温度、設定温度表示に戻
ります。
　運転停止中や、ユーザー設定の停
電復帰設定がＯＦＦの場合はエラー
報知はしません。

　ユーザー設定にて停電復帰の機能
をＯＮにした状態で、運転中に停電し
た場合に発生します。
　ＥＲＲ０６と表示されますが、運転は
継続します。

　槽内温度が、温度調節器過熱防止
温度に設定された温度よりも高い状
態が１０秒継続した場合に発生しま
す。
　運転は強制停止します。

　温度調節器からの制御出力がＯＮ
時に、ＣＴで計測された負荷電流が
規定以下しか流れていない場合に発
生します。
　運転は強制停止します。

　温度調節器からの制御出力がＯＦ
Ｆ時に、ＣＴで計測した負荷電流が規
定以上に流れた場合に発生します。
　運転は強制停止します。

ＥＲＲ０６
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温度調節器エラー ＥＲＲ０７
　温度調節器内部の制御回路が異
常状態になった場合に発生します。
　運転は強制停止します。

　温度調節器の不良が考えられます
ので、修理の依頼をしてください。

　設定キーを押すことでエラーを解除
することができます。
　オートチューニングしたい温度に槽
内温度が到達してから再度オート
チューニングを開始してください。
　装置の周囲温度に近い設定温度で
オートチューニングを行っている場
合、発生することがあります。
　上記以外で発生する場合は、温度
調節器の不良が考えられますので、
修理の依頼をしてください。

　オートチューニング開始後、３時間
経過しても終わらない場合に発生し
ます。ＥＲＲ０８

対処方法

オートチューニング
異常

発生条件表示名称

　温度調節器の不良が考えられます
ので、修理の依頼をしてください。ＥＲＲ０９

　温度調節器内部のＦＲＡＭ（記憶素
子）が異常状態になった場合に発生
します。
　運転は強制停止します。

ＦＲＡＭ異常

ＤＩ警報
（配電部カバー

開放警報）

※産業用恒温試験機
のみ

ＥＲ１２

　　電源ブレーカがＯＮの状態で配電
盤カバーを取り外した時に発生しま
す。
　運転は強制停止します。

　電源ブレーカをＯＦＦにして、配電盤
カバーを取り付けてください。
　配電盤カバーが取り付けてあるに
もかかわらずこのエラーが発生する
場合は、検出しているリミットスイッチ
の故障が考えられますので、修理の
依頼をしてください。

・強制循環式恒温試験機の場合
　配電盤内にある、モータ回路の
サーキットプロテクタがトリップ状態
になっていますので、一度ＯＦＦにし
てから、ＯＮにしてください。その後、
運転を開始してエラーが再発するか
確認をしてください。エラーがすぐに
再発する、または頻発する場合は、
モータが故障していますので、修理
の依頼をしてください。

・産業用恒温試験機の場合
　配電盤内にあるモータ回路の電磁
開閉器のサーマルのリセットボタンを
押してから、一度電源ブレーカをＯＦ
Ｆにし、再度ＯＮにして運転を開始し
て下さい。エラーがすぐに再発する、
または頻発する場合は、モータが故
障していますので、修理の依頼をし
てください。

　送風ファンモータに流れる電流が
規定の安全値を越えて流れた場合
に発生します。
　運転は強制停止します。

ＥＲ１１

ＤＩ警報
（モータ過電流）

※強制循環式恒温試験
機、産業用恒温試験機

（強制循環式）のみ

ＤＩ警報
（爆発スイッチ

作動警報）

※産業用恒温試験機
（ＶＴＦＰのみ）

ＥＲ１３
　装置搭載の爆発ベントのリミットス
イッチが作動した時に発生します。
　運転は強制停止します。

　装置の現状確認が必要です。
　点検の依頼をしてください。
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６．キャラクター文字解説

０ １ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ マイナス ピリオド

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ

Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ

Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ

Ｖ Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ

ＥＲ１５

ＥＲ１６～９９
ＤＩ警報

（その他）

ＤＩ警報
（ファンベルト切断警報）

※産業用恒温試験機
（ＡＣ２００Ｖ－３φのみ）

対処方法発生条件表示名称

　電源ブレーカをＯＦＦにし、配電盤カ
バーを開けファンベルトが切れてい
ないか確認してください。切れている
場合は交換をするか、修理の依頼を
してください。
　このエラーは、加温ヒータ付近の温
度を測定することで検知しています。
槽内にワークを詰め過ぎて空気循環
が悪くなり、温度分布が著しく低下し
ている状態でも発生することがありま
すので確認ください。

　このエラーに対する対処方法につ
いては、特別仕様に関する取扱説明
書を参考にしてください。

　特別仕様の装置において様々な異
常や、トラブルを感知した時に発生す
るエラーとなります。
　このエラーに対する発生条件につ
いては、特別仕様に関する取扱説明
書を参考にしてください。
　（標準仕様の装置の場合は、この
エラーは発生しません。）

　シロッコファン／プロペラファン駆動
用ファンベルトが切断し、回らない場
合に発生します。
　運転は強制停止します。
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●恒温恒湿試験機 ●恒温試験機 ●電気炉 ●カスタマイズ品 ●気象観測機器 ●アフターサービス 

 

 

 

ホームページアドレス： 

https://www.isuzuseisakusho.co.jp 

 

お問い合わせアドレス： 

info@isuzuseisakusho.co.jp 

本社   

ISUZU CAP 新潟 ISUZU CAP 関東 ISUZU CAP 関西 

〒955-0151 〒350-1328 〒564-0051 

新潟県三条市荻堀字藤平 埼玉県狭山市広瀬台 大阪府吹田市豊津町 

1397-42 2-15-8 23-4 石田ビル 101 

TEL 0256-46-2200 TEL 04-2968-4330 TEL 06-6170-9892 


